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感
情
を
表
す
動
詞
の
分
類
と
特
徴
 
 

日
本
語
学
研
究
室
 
四
四
一
人
 
長
澤
 
宏
美
 
 

本
研
究
は
、
感
情
を
表
す
動
詞
（
感
情
動
詞
）
を
補
語
の
と
り
方
に
よ
っ
 
 

て
六
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
感
 
 

情
動
詞
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
 
 
 

感
情
動
詞
の
「
補
語
の
と
る
格
（
ヲ
格
／
こ
格
）
」
及
び
「
補
語
の
名
 
 

詞
（
句
）
 
の
抽
象
度
（
抽
象
度
の
高
い
名
詞
（
旬
）
を
と
る
も
の
／
具
体
 
 

度
の
高
い
名
詞
（
句
）
 
を
と
る
も
の
／
抽
象
度
の
高
い
名
詞
（
旬
）
 
と
具
 
 

体
度
の
高
い
名
詞
（
旬
）
を
両
方
と
る
も
の
）
」
に
基
づ
い
て
分
析
を
行
っ
 
 

た
。
 
 
 

「
楽
し
む
、
好
む
、
尊
ぶ
」
な
ど
の
「
ヲ
格
を
と
る
／
抽
象
度
の
高
い
 
 

補
語
」
に
分
類
さ
れ
る
感
情
動
詞
は
、
行
為
や
概
念
を
表
す
補
語
を
多
く
 
 

と
り
、
具
体
的
な
人
物
を
と
り
に
く
い
こ
と
、
「
憐
れ
む
、
悔
い
る
、
恨
む
」
 
 

な
ど
の
「
ヲ
格
を
と
る
／
具
体
度
の
高
い
補
語
」
に
分
類
さ
れ
る
感
情
動
 
 

詞
は
、
感
情
主
と
直
接
関
係
の
あ
る
具
体
的
な
人
物
・
出
来
事
を
表
す
補
 
 

語
を
多
く
と
る
こ
と
な
ど
、
六
分
類
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
 
 
 

そ
の
結
果
、
補
語
に
と
れ
る
名
詞
（
句
）
の
抽
象
度
の
幅
の
広
さ
は
感
情
 
 

動
詞
自
体
が
持
つ
意
味
の
広
さ
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
感
情
動
詞
の
感
 
 

情
主
と
補
語
と
の
関
わ
り
が
抽
象
的
な
も
の
は
補
語
の
抽
象
度
が
高
く
、
 
 

感
情
主
と
補
語
と
の
関
わ
り
が
具
体
的
な
も
の
は
補
語
の
具
体
度
が
高
い
 
 

こ
と
、
感
情
の
対
象
を
表
す
「
ヲ
格
を
と
る
感
情
動
詞
の
補
語
」
の
方
が
 
 

よ
り
抽
象
度
が
高
く
、
感
情
の
誘
因
を
表
す
「
ニ
格
を
と
る
感
情
動
詞
の
 
 

補
語
」
の
方
が
よ
り
具
体
度
が
高
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 
 

広
告
表
現
に
現
れ
る
比
喩
に
つ
い
て
 
 

－
喩
辞
の
分
類
に
基
づ
い
て
－
 
 

日
本
語
学
研
究
室
 
五
四
〇
九
 
熊
倉
 
夢
千
 
 

本
研
究
の
目
的
は
、
喩
辞
の
分
類
に
基
づ
い
て
広
告
表
現
の
比
喩
の
特
 
 

徴
や
働
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

調
査
対
象
は
、
旅
客
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
、
酒
、
食
品
・
飲
料
の
領
 
 

域
の
広
告
 
（
『
コ
ゾ
㌻
－
年
鑑
』
 
な
ど
。
一
九
六
三
年
～
二
〇
〇
七
年
）
 
で
 
 

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
広
告
表
現
の
喩
辞
を
、
中
村
（
一
九
九
五
）
 
『
比
喩
 
 

表
現
辞
典
』
 
（
角
川
書
店
）
 
の
分
類
体
系
一
覧
に
基
づ
い
て
分
野
別
に
分
 
 

類
し
、
以
下
の
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
 
 
 

宣
伝
物
ご
と
で
の
喩
辞
の
分
野
の
偏
り
と
、
宣
伝
物
間
で
の
喩
辞
の
分
 
 

野
の
偏
り
の
比
較
か
ら
、
広
告
表
現
の
比
喩
に
は
「
各
宣
伝
物
で
使
用
さ
 
 

れ
る
喩
辞
に
違
い
が
あ
る
」
「
共
通
し
て
使
用
さ
れ
や
す
い
喩
辞
、
使
用
 
 

さ
れ
に
く
い
喩
辞
が
あ
る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
 
 
 

被
喩
辞
に
宣
伝
物
を
と
る
か
宣
伝
物
以
外
の
事
物
を
と
る
か
と
い
う
視
 
 

点
か
ら
、
被
愉
辞
に
宣
伝
物
を
と
る
場
合
は
、
「
宣
伝
物
の
特
徴
・
効
果
 
 

な
ど
を
強
調
し
て
説
明
す
る
」
「
宣
伝
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
」
働
き
が
、
 
 

被
喩
辞
に
宣
伝
物
以
外
の
事
物
を
と
る
場
合
は
、
「
宣
伝
物
に
何
ら
か
の
 
 

関
係
が
あ
る
も
の
の
特
徴
や
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
」
「
受
け
手
の
購
買
意
欲
 
 

を
刺
激
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
情
報
を
宣
伝
物
自
体
以
外
の
と
こ
ろ
で
示
す
」
 
 

「
広
告
自
体
の
雰
囲
気
を
よ
く
さ
せ
る
」
と
い
う
働
き
が
広
告
表
現
の
比
 
 

喩
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
 
 

30   


